
々
長
さ
l
五
糎
に
及
ぶ
も
の
も
あ
わ
.
六
角
柱
を
覆
し

底
面
.
錐
面
よ
-
敬
達
し
'
杜
両
に
は
縦
線
が
あ
る
｡

但
し
へ
鼎
面
を
現
は
さ
夜

S,
こ
と
が
多

い
｡
其
他
､
常

陸
山
の
尾
､
三
河
幡
豆
郡
青
田
､
朝
鮮
恩
情
北
遭
陵
洞

等
も
知
ら
れ
て
居
る
｡

以
上
p
.ベ
リ
リ
ウ
ム
が
注
意
す
べ
き
金
属
で
あ
る
乙

乙

訓

郡

の

簡
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
'
世
界
各
国
で
其
の
磯
床
を

探
-
つ
ゝ
あ
る
今
日
､
我
が
閥
に
於
で
も
か
-
の
如
き

磯
原
が
教
児
さ
る
れ
ば
'
優
良
品
は
賛
石
と
し
て
供
給

し
､
不
良
晶
は
工
業
上
に
利
用
の
途
が
開
拓
さ
れ
る
の

で
あ
ら
う
｡

本
郡
の
竹
林
並
に
箱
は
合
図
的
ほ
名
高
-
笛
と
言

へ

ば
乙
訓
郡
を
聯
想
す
る
位
著
名
を
も
の
で
､
其
栽
培
の

盛
在
る
晶
質
の
優
秀
在
る
名
寛
共
に
金
閣
に
冠
絶
L
t

今
や
符
の
み
に
七
年
額
田
溝
鳳
に
及
び
其
販
路
は
近
畿

各
地
は
云
ふ
け
及
ば
ず
名
古
屋
'
東
京
方
面
に
積
出
rb

れ
竹
材
は
遠
-
米
.
英
'
濁
､
等
の
諾
外
聞
迄
醸
jjT=11
さ

ら
る
J
に
至
っ
た
｡

訊
け
東
海
道
線
に
ヱ
兄
都
を
顔
し
酉
に
向

へ
ば
間
も

な
く
西
方

一
帯
の
丘
陵
地
に
際
限
夜
-
常
々
と
繁
る
竹

乙
訓

郡

の
笥

吉

田

敬

市

の
美
林
を
見
る
で
あ
ら
う
｡
此
よ
み
山
崎
輝
は
到
る
間

線
路
の
左
右
に
叢
生
す
る
竹
林
が
間
断
な
く

展
開
す

る
｡
此
が
即
ち
乙
訓
郡
の
竹
林
で
あ
る
｡

S
.
数
字
に
現
は
れ
た
本
郡
の
竹
林
と
笥

元
凍
竹
は
亜
熱
帯
性
の
宿
年
性
植
物
で
あ
る
が
今
日

に
於
で
は
其
分
布
置
域
は
況
昔
地
方
に
迄
磨
-
分
布
し

我
問
に
放
て
は
北
海
道
'
青
森
南
は
沖
縄
の
各
棟
を
除

-
の
外
殆
ん
ど
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
栽
培
せ
ら
れ
､
我

国
ーこ
於
け
る
重
要
在
る
林
業
生
産
物
の

一
を
占
め
y
ゐ

E
E
三

四~
七



･rIf
J

川

節
十

三
怨

.rT

六
兆

7;
i
.i

る
0我

鯛
に
於
け
る
重
要
街
の
産
地
を
鼻
ぐ
れ
ば
左
の
通

わ
で
あ
る
､〕

窮

一
東

都
の
産
簡

〔第
四
十
二
次
腿
林
省
統
計
)

次
に
諜
都
府
下
各
郡
帝
の
笛
生
産
額
を

ホ
す
と
左
の

過
-
で
あ
る
｡

節
二
乗

京

都
府
下
に
於
け
る
最
近
五
ケ
年
平
均
箱

肘

牒
満

作
付
戊
別

収

超

高

慣

析

斑

京

都

1.
望
貰
T

.

二
､
巽
雲

ハO
は

洞

岡

1
.
聖
0
｡
セ

1
'
石
丸
'
語
八

熊

本

7.
E･宗

主

7
.
0
品
'
望

…

大

阪

三
八
四
･
(

空

ZET.
7警
一

-

[

1
'
ニ
望
見

票

三
'空
茶

凍

lF=i

7710
1
品

窒
ヨ

三
(ll

位

税

七
望

｡七

山ハ
蒜
'
究

l

温

暖

空

0
主

祭
R
'
毛
'Hi

緒

粍

雲

丁
八

}芸

云

完

価

7
.rl云

'発
七

三
八
一
.
蒜
は

三
只
'
0
7ニ

岬
讃

三
川
八

三
紳
'
聖
火

讐
九
㌧
宍
二

蒜
七
､
七
四
〇

ニ
望

､
二
六

五
八
t
O
(也

叫段
少

牧
椎
･W;i見

忘

れ
犬7

1:(

革
製完

二
望
.

国光八
f

(
右
表

生

血
郵

貯

は
孟
宗

竹

の

み
で
他

は
笛

全
部
を

含

む
｡
)

京
都
府
竹
林
各
面
駕
は
六
､
七

一
七
町
歩
と

5,
ふ
数

は
上
り
食
間
第

一
位
の
竹
栽
培
地
で
あ
る
｡
此
LrJ前
表

に
よ
っ
で
見
る
に
収
穫
高
は
於
て
蚤
間
組
計
の
約
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
慣
欄
は
於
て
は
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
常

る
○

熊 竹 rFTLSも如 何 三花 舶 北 1輔卿,i韻久 手 紀 乙 j:̂'1'究 召il那
小

野 野 討 伐 施 n 非 桑 煎 強 電1日.I的 伊 訓 野 3(I.t祁 別

産

額
作
付
反

別

けりhレ

〇
･･7,

八
･
九

三
川
･
二

空
九
･七

石
川
･七

山,.八
品

八
エ

1h.O
｡丸

山ハ廿
三

九
･1

二
七
･[
)

7八
二

四
四
｡
九

E
八
･
八

元

･八

七
.,Tf･九
.

岩
上

蒜

｡七

八

品

舵

松

山‥回
文

]
.(
0
0

三
'九
八
〇

弐
八
'
(
柴

7
.
1童
3,1.
ニ
0
0

T..去

'
米
川

二
三
tや
苫

八
㌧
八
〇
D

毛
こ
､
三
蔓

二
三
'七
空

完
'
ニ
0
0

こ
､
票
〇

八
'
警
三

三

へ
二
三

望

､
望
八

品
'
ロ
意

義

'砦

0

二
､
四九
〇

(
p
曳

〇

八
'
七
九
O

･rFE

六
､
警

〇

三
1
0
望

入
監

'畠

7

二
言
'
二
三

八

〇
'
蒜
也

三
㌧
宋
〇

九
一
'
〇
二八

望
遠

二

九
'
岩
0

1
'
要
式

三
'
望
四

七
'○
書

式
､空
l粥

川
､
Tir八

二
,
荒
立

至

れ.

こ
､
望
誠

二
､八
六
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食

計

]'望
菅
山ハ

ニ'空
三㌧六窒

1.吾
0'ニヨ

着
衣
は
よ
る
と
乙
訓
郡
が
府
下
第

一
位
に
し
て
'
英

栽
培
面
積
は
府
会
健
の
約
三
割
五
分
に
常
-
､
笛
の
産

額
に
於
で
約
五
割
を
占
め
て
ゐ
る
P
故
に
本
郡
は
金
閣

第

一
の
竹
林
郡
､
宥
産
地
と

い
ふ
輩
が
出
来
る
｡

次
に
郡
内
各
町
村
別
は
作
付
反
別
及
塵
高
を
見
る
と

左
の
通
わ
で
あ
る
.

姉
三
表

郡
内
町
村
別
'
竹
林
栽
培
反
別
と
笛
産
出
高

町
村
別

件
廿
戊
別

状
椎
高

僧

鰯

戊
常
収
櫨

向

日

町

大
山
峰
村

新
紳
足
村

梅
印
奇
相

乙
訓
柑

大
原
野
村

火
枝
村

TT7.A
/

EL

_-1t

〟

九抗鳥

1空
.
誓
C)

二
田'八望

ニ0
0

豊
美

(乱'000

空
'000

ニ真

空
･七

]〓
tO
O

O

豊
t
D
Q

〇

三
四

八九｡0

童
0

'0
0
0

三
浪'00
0

孟
八

三
品

蒜
温､0
0
0

70
0

､0
0
0

ニ喜
1

1聖
人

票
〇三
〇
〇

毒
1
,
E
O
]

二着

入管
〇

二
三
.吾
〇

三
七㌧琶
0

孟
0

舟

計

等
冨
J

lPil亮
三
OO

八田雫
畠
7

童
呈

(
昭
和
二
年
京
都
府
統
計
酋
原
薄
に
嘘
る
)

お
節
三
表

に
ょ
る
と
大
原
野
､
大
技
､
源
印
寺
.
向

日
町
等
の
西
部
丘
陵
地
の
諸
町
村
は
多
-
光
琳
平
坦
再

の
相
に
到
る
に
従
以
漸
次
少
-
在
っ
て
ゐ
る
｡
此
は
左

乙
訓

郡

の
祁

固
竹
林
分
布
同
と
参
照
し
て
見
る
と
明
に
在
る
｡

又
此
が
鼎
年
の
生
産
異
動
状
態
は
就

い
て
見
る
ほ
明

治
三
十
年
以
前
の
統
計
を
欠
-
が
､
其
後
に
於
て
は
累

年
埼
加
の
勢
堅

ボ
し
反
別
に
於
で
明
治
三
十
五

年は
二

宵
二
十
五
町
歩
飴
あ
っ
た
も
の
が
放
近
ほ
於
て
は
六
官

町
歩
に
近
-
'
慣
額
に
於
で
明
治
三
十
年
は
三
番
八
千

回
の
も
の
が
宵
黄
国
内
外
に
在
っ
て
ゐ
る
.
前
掲
の
統

計
粗
は
孟
宗
竹
に
つ
い
て
の
計
算

であ
る
が
'
其
他

一

般
の
竹
材
三
十
商
図
､
第
の
碓
帯
二
十
五
我
執
､
竹
皮

六
番
飴
図
七
竹
製
造
品
二
番
慨
合
計
百
五
六
十
高
風
の

産
額
に
上
る
｡
此
を
同
年
度
に
於
け
る
他
の
生
産
品
と

比
較
す
れ
ば

粒
赦

作
付
反
別

耽

種

苗

侶

飼

釆

]1,
三
ハ㌔

望
,
八㌔

】･
(03
∧
LF

苛

要
言
11

7.m売
'
ニ

00

八翌
'藷
一

亦

宝
管

へ

1四'憲
0

言
元
tO
六

着
は
孟
宗
竹
の
み
に
就

い
Y
で
其
他
巌
竹
田
Tp
I五
十

五
町
歩
.
畏
竹
林
廿
町
歩
あ
-
､
此
等
竹
粗
金
鰭
の
収

入
高
は
前
述
迫

力
官
五
六
十
商
回
に
及
び
米
産
高
と
伯

仲
の
間
に
あ
-
と
見
る
革
が
出
凍
る
｡

叩望

E
E九



地

球

節
十
三
懸

次
は
郡
内
各
町
村
は
於
け
る
孟
宗
省
栽
培
月
数
状
況

を
見
る
は
左
表
の
通
-
で
あ
る
｡(
乙
訓
郡
農
事
統
計
原

体
に
接
る
)

第
六
教

室

ハ

五

〇

第
四
表

町

村

痛

向

日

町

火
山
峰
村

新
紳
足
村

梅
印
奇
相

乙

訓

付

火
原
野
柑

大

枚

相

計

孟
宗
省
栽
培
月
数

鹿
家
戸
数

孟
余
市
親
輯
戸
数

割

合

戸

≡
p
竹
林
の
地
排
的
分
布

左
園
は
本
郡
に
於
け
る
竹
林
分
布
状
況
堅
不
し
た
も

の
で
あ
る
｡
此
を
見
る
ほ
其
の
分
布
霞
城
は
二
つ
の
特

題
0

ニ
00

真
相

].a
ニ完

三九
五

一豊

ft九
9
0

ニ

志望
ご

竜
二
･K

二
元

孟
六

大

7,
7E
四

宍盟還心
細

宍九
〇

慕宋

即

ち
以
上
各
町
村

鹿

家

の
約
六
割

は

孟

宗
竹
栽
培

者

で
あ
る
｡
其
他
の
竹
林

1
股
の
栽
培
者
を
加
ふ
れ
ば
竹

林
業
者
は
金
鹿
家
の
七
八
割
に
達
す
る
で
あ
ら
う
｡

か
-
竹
林
業
は
本
郡
錐
産
業
の
最
上
級
に
任
し
､
以

上
の
栽
培
地
域
の
者
は
勿
論
其
他
の
町
村
の

一
部
の
者

も
此
等
生
産
晶
の
版
東
､
加
工
'
運
搬
等
ほ
従
事
し
.

直
接
間
接
に
竹
の
た
め
に
生
活
を
支
え
ら
れ
て
ゐ
る
と

云
っ
て
も
差
支
は
を

い
｡

定
の
地
域
は
多
-
限
定
さ
れ

てゐ
る
｡
そ
れ
は

1.長
岡
丘
陵
及
び
西
方
山

麓の
基
地
叉
は
丘
陵
地



2
.桂
川
､
小
畑
川
'
小
泉
川
等
の
流
域

ほ
し
で
前
者
の
丘
陵
地
は
孟
宗
竹
の
主
栽
培
地
.
級

者
の
河
川
の
流
域
は
鼻
竹
の
主
産
地
で
あ
る
｡
故
に
其

の
分
祁
固
域
に
よ
っ
て
竹
の
積
数
を
異
に
す
る
の
で
あ

る
○先

此
等
丘
陵
地
台
地
は
其
帯
皮
二
三
十
米
乃
葦
育
米

以
内
の
洪
積
層
の
地
暦
に
し
て
'
最
も
孟
宗
竹
栽
培
の

好
適
地
lこ
し
宅
其
生
産
の
九
割
迄
は
此
地
域
よ
り
産
出

す
る
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
此
等
の
丘
陵
地
は
殆
ど
竹
林

に
L
tJ
p
(
其
種
棟
は
'

金郵
孟
宗
竹
の
み
で
な

い
｡
異

竹
も
加
っ
て
ゐ
る
が
)
竹
林
以
外
の
地
は
水
E=t
と
な
み

普
通
の
畑
地
を
有
せ
ず
'
僅
か
に
野
基
数
や
茶
畑
等
の

特
殊
作
物
の
栽
培
地
を
魂
す
の
み
で
あ
る
｡
此
等
の
丘

陵
地
又
は
基
地
が
何
故
孟
宗
竹
の
栽
培
低
域
と
在
る
か

と
云

へ
ば

一
は
孟
宗
竹
の
性
質
が
此
等
の
地
質
に
適
す

る
か
ら
で
あ
る
｡
元
雄
蕊
素
竹
は
地
中
洗
-
よ
-
出
づ

る
箱
を
採
取
す
る
も
の
な
れ
ば
柔
軟
に
し
て
土
地
探
-

水
分
多
か
ら
ざ
る
壌
土
叉
は
砂
嚢
壌
土
等
を
好
み
へ
排

水
良
好
在
る
事
を
必
要
修
仲
と
す
る
｡
此
ほ
適
す
る
の

は
p
沖
精
層
の
磁
束
多

い
地
又
は
古
生
暦
の
整

い
岩
盤

乙

訓

郷

の
砺

あ
る
地
質
を
除
き
此
等
の
洪
積
層
地
質
が
境
も
適
す
る

の

で
あ
る
｡
然
し
近
時
竹
林
栽
培
年
々
盛
と
夜
-
'
此

等
の
丘
陵
地
遍
地
は
今
や
殆
ど
栽
培
し
毒
さ
れ
其
験
す

所
が
夜
-
在
っ
て
衆
力
の
で
漸
次
其
囲
-
の
古
生
暦
の

急
斜
両
の
地
ま
で
栽
培
の
手
が
延
び
て
氷
た
.
故
に
本

郡
に
於
て
は
畠
と
て
は
殆
ど
夜
-
'
普
通
夜
ら
畠
地
と

し
て
普

通作
物
を
栽
培
す
る
地
域
が
か
-
竹
林
の
分
布

匿
城
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
.
白
地
栽
培
の
作
物
は

前
述
の
通
わ
野
菜
茶
等
が
極
め
て
少
畳
に
し
て
他
と
全

然
其
生
産
の
形
式
を
典
に
し
て
ゐ
る
｡

次
に
窮
二
線
は
屠
す
る
河
川
の
流
域
の
竹
林
は
異
竹

が
主
で
孟
宗
は
殆
ど
金
-
な

い
｡
.
此
も
鼻
竹
の
性
質
に

基
′
も

の
で
孟
宗
竹
は
前
述
の
迫
-
濁
気
多
き
を
嫌
ふ

が
異
竹

は
む
し
ろ

磁
束
を
好
む

か
ら
で
あ
る
｡

又
孟

宗
は
箱
恕
探
る
の
が
主
目
的
で
あ
る
が
異
竹
は
竹
材

を

主
と
す
る
か
ら
其
土
嚢
等
を
比
較
的
考
慮
す
る
の
必
製

少
さ
が
魚
で
あ
る
｡
叉
河
川
の
堤
防
の
上
に
多
-
栽
培

n
れ
る
の
は

山
は
堤
防
の
保
障
上
よ
,Jl
氷
る
も
の
で
あ

る
0而

し
て
地
質
以
外
に
地
形
も
亦
闘
係
す
る
も
の
で
急

仰
望

五

叫



地

球

節
十
三
替

節

大
難

四川八

雲

叫

傾
斜
の
地
は
竹
材
か
審
盤
は
教
育
せ
ず
用
材
と
し
て
使

用
す
る
上
は
喜
ば
れ
な

い
.
殊
望

業

竹
に
放
て
は
乙

の
傾
斜
が
至
大
の
輔
係
を
有
し
､
傾
斜
十
五
度
以
内
の

地
は
し
て
束
又
は
南
に
向
き
日
光
光
線
を
十
分
は
享
受

し
得
る
朋
が
教
も
珂
想
地

で
あ
る
｡

三
､
気

候

前
述
の
如
-
竹
は
要
熱
帯
性
の
7品

で
漉
昔
地
方
は

迄
頗
-
分
布
し
て
み
る
が
､
温
帯
地
方
,p
和
装
袷
を
地

に
は
教
育
し
夜
い
の
で
気
候
は
左
右
せ
ら
る
～
事
最
も

大
で
あ
る
｡
本
郡
は
山
城
盆
地
の
中
に
於
で
も
衆
侠
敢

7品

和
は
し
て
冬
の
乾
燥
季
節
風
を
直
接
防
1
-
因
p

北

の
山
地
が
あ
-1
.
経
口
陽
光
を
渉
び
て
竹
林
栽
培
上
排

憩
的
夜
地
域
で
あ
る
｡
冬
季
の
降
雪
は
等
折
し
て
竹
材

を
審
す
る
都
多
-
.
霊
歌
の
暴
風
亦
其
損
事
大

をみ
,

叉
.
乗
亀
遮
袷
は
過
ぎ
る
時
は
箱
の
教
育
に
影
響
す
る

乙
と
勿
論
で
あ
る
｡

細
々
竹
と
束
候
即
ち
菊
池
'
狐
度
'
雨
量
等
と
は
直

接
密
接
夜
的
係
が
春
ず
る
も
の
で
本
郡
が
竹
の
良
栽
培

地
を
な
す
は

一
は
束
侯
に
禍
係
す
る
は
勿
論
で
あ
る
が

今
=
迄
に
於
で
は
此
等
の
関
係
に
就
き
詳
細
な
る
調
査

を
さ
れ
カ
も
の
を
-
'
只
波
蝕
と
乗
候
と
竹
と
の
問
は

輔
係
が
あ
る
79
の
と
言
は
れ
で
ゐ
る
ほ
過
ぎ
を

い
.

E
It
沿

革

竹
租
は
鋼
す
る
沿
革
は
極
め
て
古
-
古
事
記
に
見
え

名
川
竹
､
名
湯
竹
'
細
竹
､
目
刺
竹
T
字
嘉
竹
､
騨
竹

打
竹
等
の
名
は
塾
米
英
は
､
河
竹
も
英
竹
'
斑
竹
等
は

延
蕃
式
は
掲
げ
で
あ
る
0

本
郡
の
竹
に
踊
し
て
は
延
書
式
内
膳
司
の
保
に
薯
竹

四
宵
五
十
株
､
九
十
棟
'
山
城
囲
乙
訓
園
'
三
重

ハ
十

株
相
楽
郡
庇
鰐
園
と
あ
る
を
見
れ
ば
笹
竹
は
用
以
ら
れ

る
異
竹
類
は
巳
は
平
安
朝
頃
よ
わ
旗
-
本
部
は
栽
培
さ

れ
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
0
然
し
孟
宗
は
輔
す
る
+;

記
録
は
を
-
､
古
今
軍
籍
稿
(草

木
)
は

1
孟
宗
竹
は

一

名
庸
孟
宗

言

わ
せ
た
け
は
漢
名
義

珊
竹
二

名
猫

醍
竹
叉
猫
見
竹
と

い
ふ
｡
中
略
扱
孟
宗
竹
は
育
よ
ら
急

報
に
を
か
-
し
も
の
ほ
て
正
徳
の
頃
国
士
の
種
を
は
じ

め
て
琉
球
よ
か
侍

へ
し
を
薩
摩
は
移
し
植

へ
し
が
p
今

は
四
方
に
以
ろ
ま
-
し
よ
-
囲
史
神
木
混
血
致
は
み
え

ね
-,
.
n
れ
ば
そ
れ
よ
う
以
上
は
塞
竹
及
鳳
尾
竹
を
ど

の
各
同
帯
を
生
ず
る
を
以
て
孟
素
竹
と
は
名
付
け
し
針



･Q
｡
此
竹
の
元
よ
-
我
園
は
あ
ら
ざ
る
礎
澄
怒
ら
｡｣と

述
べ
叉
間
違
詑
簡
鏑
LJ>
日
-

｢薩
隅
の
適
に
唐
孟
宗
竹

と

い
ふ
竹
あ
･少
､
人
家
に
多
し
｡
中
略
'
此
竹
各
節
を

亜
ず
p
塊
甚
だ
実
在
-
嚢
中
に
も
平
皿

1
ば

5,､
の

辞
を

生
ず
る
FJ
と
他
閥
に
は
い
ま
だ
見
ず
.
京
都
に
も
甚
だ

摘
ば
か
ら
在
る
は
早
春
は
出
し
て
料
和
に
用
ゆ
れ
ど
も

名
計
-
珍
し
-
七
味
宜
し
か
ら
ず
｡
孟
宗
竹
の
夢
は
大

い
に
し
て
炊
州も
和
か
に
味
夏
の
夢

に
洛
と
ら
ず
｡

若
此
節

を京
都
に
逢
わ
登
さ
ば
稀
代
の
珍
焼
在
る
べ
け

れ
ど
も
道
路
三
四
百
里
を
隔
て
た
れ
ば
其
事
叫
は
ず
｣

云
々
と
あ
わ
.

又
武
江
年
表
六

安
永
八
年
巳
亥
に

薩
州
佼
=冊
川
の
前
邸

へ
琉
球
の
許
を
始
め
て
植
ら
る

舗
人
こ
れ
を
珍
来
す
｡
世
に
孟
競
歩
と
和
す

塵
塚
談
下
に
日

孟
宗
竹
近
頃
(文
化
噴
)江
月
に
大
な
る
竹
薮
譜
朋
は

出
来
た
-
｡
明
和
の
頃
は
唐
人
珍
し
-
;
･3
以
し
竹
は

y
有
し
改
み
云
々

和
浅
三
才
閲
紺
､
大
和
本
草
､
本
草

一
家
言
､
本
朝

食
鑑
等
ほ
竹
の
種
紙
を
多
-
拳
げ
で
あ
る
が
孟
宗
の
託

乙

訓

邦

の
旬

事
は
な

い
｡
此
等
を
通
覧
し
て
考
ゆ
る
は
孟
宗
は
元
来

支
那
南
方
の
原
産
で
我
閲
に
入
っ
た
の
は
琉
球
地
方
が

始
め
で
'
薩
摩
に
八
白
漸
次
北
進
し
て
兼
ね
も
の
ら
し

-
'
其
鹿
-

一
般
に
栽
培
さ
れ
る
横
に
在
っ
た
の
は
､

徳
川
後
世
の
革
で
あ
ら
う
と
;
･3
は
れ
る
｡

乙
訓
郡
は
放
け
る
孟
宗
栽
培
の
歴
史
に
つ
い
て
は
確

然
光
る
襟
は
覆

い
が
口
碑
の
停
ふ
る
所
に
ょ
れ
ば
梅
印

寺
村
字
典
源
印
寺
に
畢
吉
宗
の
寂
照
院
と

い
ふ
古
寺
が

あ
ら
'
同
寺
の
院
主
の
友
人
た
る
宇
治
蓑
柴
山
主
基
氏

が
唐
土
に
入
～,h
捧
躍
っ
た
も
の
を
分
け
て
貰
っ
た
の
だ

と
言
は
れ
で
ゐ
る
｡
初
は
賞
翫
用
と
し
て
珍
重
さ
れ
た

が
天
保
年
間
に
在
っ
て
食
用
と
し
て
の
利
用
が
判
か
栽

培
増
加
さ
れ
カ
が
晃

に栽
培
を
積
極
的
は
行
つ
ね
の
は

明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
｡
明
治
以
後
に
於
で
も
滑

長
担
化
が
多
か
っ
た
が
郡
民
の
努
力
に
ょ
つ
て
名
賓
典

に
日
本

l
の
筒
と
在
っ
た
の
で
あ
る

.0

五
㌧
栽

培

法

栽
培
地
の
地
勢
上
よ
み
低
地
栽
培
法
と
高
地
栽
培
法

は
分
け
る
事
が
出
凍
る
｡
低
地
栽
培
と
は
政
道
沿
線
附

近
の
二
三
十
米
の
此
故
的
低
地
ほ
て
栽
培
す
る
も
の
で

印
男

五
三



地

球

節
十

三
春

宵
地
栽
培
は
此
し
下
輩
の
探
基
､
置
土
等
ほ
不
便
が
あ

る
か
ら
P
下
草
に
代
ゆ
る
は
人
糞
尿
の
如
き
速
効
肥
料

を
典

へ
る
も
の
で
.
朱
候
も
亦
山
手
は
此
し
珊
温
暖
に

し
て
希
教
生
の
時
期
を
早
か
ら
し
め
る
利
が
あ
-
早
禰

物
の
供
給
地
と
し
て
利
邦
n
れ
る
｡
高
地
栽
培

は
多
-

北
方
の
山
手
は
於
て
行
は
れ
人
糞
尿
等
十
分
ほ
は
得
難

い
の
で
下
草
p
置
土
等
を
以
て
此
ほ
代

へ
る
の
で
其
塘

壁
も
精
遅
れ
る
が
最
も
重

要
を
る
分
布
置
域
を
在
し
て

ゐ
る
O

L
開

墾

新
は
喜

耶
畑
を

植
栽
す
る
に
は
山
林
又
は
桑
畑
､
茶

園
等
散
開
塑
せ
ね

ば
怒
ら
氾
L
其
方
法
は
軍
は
原
地
を

掘
返
し
木
の
株
等
を
除
去
す
れ
ば
可
怒
る
も
の
で
'
又

金
櫨
h
L開
墾
せ
ず
笛
竹
を
種
付
-
る
朗
の
み
を
開
墾
す

る

方

法
も
あ
る
｡

2
.移
植
及
施
肥

苗
竹
は

一
年
生
澱
も
良
-
､
三
年
以
上
の
も
の
は
不

適
皆
で
あ
る
.
母
竹
は
地
下
糞
を
左
右

1
尺
位
残
し
て

掘
み
.
枚
は
空

ハ
枚
附
し
.
上
部
竹
幹
恕
切
ら
根
元
の

土
を
附
し
た
せ
ゝ
移
僻
す
る
｡
其
時
期
は
九
月
初
旬
よ

節
大
鋸

監

O

五
四

み
翌
年
三
月
頃
迄
の
う
ち
は
本
田
に
移
植
す
る
方
最
79

よ
-

一
反
歩
三
十
本
月
骨
で
あ
る
.

施
肥
は
主
は
人
数
尿
を
給
す
る
が
'
敷
革
､
土
蔵
等

が
本
栽
培
上
重
要
在
る
75品

で
之
は
土
壌
を
膨
軟
ほ
し

乾
燥
を
防
ぎ
池
亀
室
向
ひ
る
と
共
は
新
地
下
茎
を
地
表

近
-
に
誘
致
し
其

発育
を
催
す
矯
め
是
非
必
要
な
管
5
.

で
あ
る
｡

3
.採

取

採

取
は
東
棟
其
他
の
踊
係
で
多
少
早
晩
は
あ
る
が
普

通
二
月
下
旬
か
ら
五
月
上
中
旬
に
終
る
｡
近
年
栽
培
決

が
進
歩
し
た
結
果
八
､
九
の
二
ケ
月
を
除
き
何
れ
の
時

期
は
於
で
も
多
少
の
収
穫
は
得
ら
れ
る
｡

正
月
頃
採
取

す
る
も
の
は
俗
は
.刈..訓
.町
可
と
栴
し
地
下
保
朗
の
も
の

を
掘
出
す
も
の
で
指
大
で
あ
る
が
珍
重
せ
ら
れ
高
債
を

も
の
で
あ
る
｡

筒
の
採
取
は
極
め
て
困
難
を
も
の
で
熟
練
を
要
す
る

表
土
は
細
少
を
亀
裂
叉
は
露
が
生
じ
て
ゐ
る
の
む
日
樺

は
筒
の
有
無
を
知
ら
'
芽
の
上
部
の
方
向
開
係
は
よ
っ

て
筒
が
其
地
下
萱
に
附
著
し
で
ゐ
る
状
態
を
判
断
し
掘

取
鍬
と

い
ふ
身
長
二
尺
九
寸
､
柄
の
長
n
二
尺
玉
寸
位



況 賓 の b 掘 苛

の
細
長

い
報
で
掘
取
る
｡
熟
練
し
た
者
が
掘
る
の

は
箕
に
兄
弟
を
も
の
で
す
て
(･
上
陛
下
東
宮
I
A

は
し
ま
す
頃
乙
の
笥
掘
の
賓
況
を
養
親
に
伏
し
た

串
が
あ
る
｡

4.稚
産
物
の
特
徴
及
び
其
販
路

乙
訓
笛
の
畢
憤
高

い
所
以
は
共
肉
質
柔
か
もこ
し

て
淡
白
'
苫
味
少
-
､
之
AJ食
す
る
も
級
鯉
を
残

さ
な

い
卦
で
あ
る
.
此
は

一
は
土
質
'
気
候
等
の

自
然
的
惟
件
に
蛸
係
す
る
が

一
方
栽
培
方
法
が
他

よ
-
一
段
の
進
歩
を
来
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
.

希
の
良
否
は
種
々
の
休
作
が
あ
る
が
外
観
的
ほ
見

て
形
態
川
-
太
-
よ
-
肥
え
'
外
皮
濃
黒
褐
色
な

ら
ざ
る
も
の
が
柔
-
美
味
で
あ
る
｡
粘
質
壌
土
等

Iこ
育
ち
色
の
白

い
の
は
大
き
を
も
の
も
大
概
柔
か

い
｡版

路
は
京
都
'
大
阪
､
紳
iL
の
三
大
都
祁
を
邦

訳
安
神
意
先
と
L
t
近
敢
各
地
は
勿
論
'
名
古
屋

岐
卓
'
光
点
方
面
迄
桃
山
さ
れ
碓
諸
製
品
は
令

鯛

各
地
ーこ
法
ら
れ
る
｡
然
し
近
年
政
府
の
保
護
奨

励

も
あ
-
斯
業
の
利
潤
多
-
普
通
農
作
物
よ
さ
和
利

望

一

五
五


